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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、高齢期におけるサクセスフルエイジングを達成するためのモデルが加齢に伴って、
機能維持方略から論理的心理的適応方略、そして非論理的超越方略へと移行するという仮説に
基づき実証研究を行ったものである。70 歳、80 歳、90 歳の地域在住の高齢者 2245 名を対象
に会場招待調査を実施しそれぞれ関連する指標を収集した。その結果、高い年齢群ほど身体機
能、認知機能の低下が顕著である一方で、非論理的適応方略の指標である老年的超越の得点は
上昇しており、高い年齢になるほどサクセスフルエイジング達成のために非論理的適応方略が
有効であることが示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 
This study was planned to evaluate the hypothesis that emphasized on the shift of 

adaptation strategies expected to occur along with the aging process. Three strategies of 

functional maintenance, logical psychological adaptation, non-logical psychological 

adaptation frameworks were accessed among 70(young-old), 80(old-old), 90(oldest-old) 

individuals, participated in the invitation survey. Results showed that the higher the age 

group, the lower physical function and cognitive function they have. On the other hand, 

scores of psychological well-being were stable among 3 age groups. Moreover, score of 

gerotranscendence which represent non-logical psychological adaptation strategy had 

increased according to age. These findings indicate that a shift of adaptation stratagem is 

important to maintain successful aging in the higher ages and development of non-logical 

psychological adaptation strategy is a key factor for accomplishing it.. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)サクセスフルエイジングのモデル 

高齢期を幸福に過ごすための要因の解明
は 、 高 齢 者 心 理 学 だ け で な く 老 年 学
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(Gerontology)の中心的テーマである。これ
までにいくつかの有力な方略が提案されて
いるが、大きく分けると機能維持方略と心理
的適応方略に分けることができる。 

機能維持方略は、Low & Kahn(1998)による
医学・社会学的視点に基づくサクセスフルエ
イジングのモデルである。このモデルでは、
身体、認知および、社会活動という 3つの側
面の機能や利用可能な資源を重視しており、
それぞれのレベルが高いとポジティブ感情
が得られると考える。近年、高齢者の機能レ
ベルが上昇傾向にあることを背景に、多くの
研究で支持されている。一方、高齢期の特徴
である機能や資源レベルの低下を視野に入
れた2つの方略が心理的な適応を重視するモ
デルから提案されている。論理的方略は、認
知心理学的点視点に基づき、人は機能（=資
源）の喪失に対して、目標の切り替え
（Selection 選択）、もてる資源の効率的な投
入（Optimization 最適化）、他の方法の利用
（Compensation 補償）の一連の方略を用いて
対処し、心理的に適応すると考える(SOC 方
略；Freund & Baltes,1999)。非論理的超越
方略は社会・心理学的視点に基づき、人は年
齢を重ねることで、社会的もしくは自己意識
の制約から離脱し解放されることで心理的
に適応すると考える。このモデルでは論理的
問題解決思考ではなく、論理から離脱した超
越 的 な 思 考 を 重 視 す る ( 老 年 的 超 越
（Gerotranscendence）；Tornstam,2006)。 
(2)個々のモデル間利点と欠点 

これらのモデルはいずれも、高齢期の心理
的適応をある程度説明するが、年齢、機能や
資源レベルの個人差とポジティブ感情や幸
福感の関係は複雑であり (Kunzmannet al., 
2000)、幅広い年齢を包含する高齢期の心理
的適応プロセスを個々のモデルで包括的に
説明することは難しい。機能維持方略に関し
ては、機能や資源レベルが豊富な個人は幸福
感情が高いという仮説どおりの知見が多く
の研究で確認されている。一方、年齢が若い
ことが機能の良さと関連することも示され
ており、機能や資源が減少している超高齢者
（85 歳以上や 100 歳高齢者）で幸福感が高い
こと (Bopp & Rott, 2006, Gondo & Hirose, 
2006)は説明できない。論理的方略モデルに
関しては機能や資源が減少した時に SOC 方略
は効果的であることが報告されている
(Jopp,2002)。一方、実行するには方略によ
って振り分けるための資源が必要であり、資
源の減少が顕著な高年齢の高齢者では効果
に疑問がもたれる。実際に、SOC 方略は高齢
期よりも中年期でより利用されているし、資
源の大きい個人ほどよく利用している
(Freund & Baltes, 2002)。非論理的超越方
略は、上記 2 つのモデルでは幸福感が低くな
ると予想される超高齢者の幸福感の高さを

説明することは可能であるが、逆に資源レベ
ルが高い若年高齢者による超越的方略の採
用は不適応状態に陥る可能性が高い。 
(3)研究仮説 
ここまで 3つの適応方略を紹介したが、本

研究ではこれらの適応モデルは対立するも
のではなく、お互いに相補するものではない
かと仮定した。そして、個人の年齢と機能や
資源レベルの違いによって選択され、機能す
る適応方略が異なる。さらに、それぞれの方
略は、個人内では加齢に伴い、機能維持方略、
論理的方略、非論理的超越方略の順で移行す
ることで、最適な適応状態を維持できるので
はないかと仮説を立てた。 
２．研究の目的 
本研究は 3つの視点から、高齢期全体の心

理的適応過程を包括的に説明できる方略の
移行モデルを検証することを目的とする。ま
ず第 1に機能維持方略、論理的方略、非論理
的超越方略が選択される割合を年齢群ごと
に検証する。第 2にそれらの方略の選択に影
響する個人差（資源レベル、特性）を生涯発
達的観点から明らかにする。第 3 に年齢群別
に選択された方略が心理的適応に与える効
果の違いを明らかにする。 
３．研究の方法 
本研究では、3つの年齢群(70 歳、80 歳、

90 歳)の地域高齢者を対象に招待型調査を実
施した。本研究の特徴は、それぞれの年齢群
の年齢幅を 3年（例えば 70 歳コホートの場
合、69-71歳）とする、Narrow age range cohort
デザインを採用したことであり、年齢群ごと
に、歴年齢を調整することなく個人差の検討
が可能となった。また、関西、関東において
それぞれ、1 地域ごと都市と田舎を設定し、
計 4地域で招待型調査を実施した。その狙い
は、地域ごとの職業経験の傾向、家族構成等
のばらつきがあることで、我が国を代表する
サンプルへと近づくであった。また、90 歳調
査では虚弱の進行とともに招待型調査への
参加可能者が低い可能性が予測されたため
に、郵送調査を併用し、母集団の健康状態お
よび参加者の特性を把握した。 
調査内容は、基本的な心理、社会、人口学

的変数に加えて、先に述べた SOC 方略、老年
的超越尺度を中心に精神的健康、感情的
Well-being、人生満足感等の心理的尺度、身
体的自立に関する指標、運動機能の評価、認
知機能評価および医学的評価等であった主
な調査指標を表 1に示す。 
 

表 1．主な調査指標 

変数名 内容 略名 

WHO-5 精神的健康評価 WHO-5  

主観的健康
感 

健康感の自己評価 SH 

SOC 尺度 論理的方略 SOC 



老年的超越 非論理的方略 GT 

MOCA 総合的認知機能評価 MOCA 

血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝ 身体機能（栄養状態） ALB 

運動評価 身体機能（運動機能） SPPB 

生活自立度 高次生活機能 IADL 

精神的健康に関しては、粟田らによる日本語
版 WHO-5 精神健康調査票(Awata et al., 
2007),論理的方略は、Freund & Baltes(1999)
を参考に日本の高齢者が回答しやすいよう
に、申請者らが改変した短縮版尺度、非論理
的方略には日本語版老年的超越尺度(増井ら、
2010)、総合的認知機能評価には Montreal 
Cognitive Assessment (MoCA; 鈴木ら, 2010)、
機能維持方略に関しては、運動機能および身
体機能の状態を間接的な指標と考え、血清ア
ル ブ ミ ン 値 お よ び 、 Short Physical 
Performance Battery (SPPB,Guralnik,1994)
を用いた。 
４．研究成果 

調査参加者および参加率を、表 2 に示す。 

なお、90 歳の郵送調査に対しては 1900 名(回
収率 58％）の参加を得た。招聘型調査の参加
者は非参加と比較して、要介護認定者の割合
が低いが、要介護者も 30％参加していること
が確認できた。 
(2)分析１：年齢間の適応方略の選択の差異 

本研究の第 1 の目的である機能維持方略、
論理的方略、非論理的超越方略が選択される
割合を年齢群ごとに検証するために、3 年齢
群を対象として、機能維持方略、論理方略、
非論理方略の利用状況を、精神的健康指標と
共に検討した(図 1)。図 1には、各指標間の
値の違いを補正するために、指標ごとにすべ
ての年齢群、性のデータをプールして標準値
変換した値を利用し、性別、年齢群ごと各変
数の値をプロットした。結果を見ると、男女
ともに、運動機能（SPPB）、アルブミン値（ALB）、
総合的認知機能（MOCA）は、年齢群が高いほ
ど低い傾向が顕著に見られた(年齢の効果は
統計的有意)。このことは、機能維持方略は
年齢が高くなればなるほど、心理的な適応の
良さに対する効果が小さくなることを意味
していた。一方、精神的健康の指標である
WHO-5 および主観的健康感(SH) には年齢群
間で差が見られなかった(年齢の効果は統計
的有意ではない)。つまり、高い年齢になる
と何らかの方略を用いて精神的健康の維持
をしていることが示唆された。そこで、論理

的方略と非論理的超越方略の年齢群差を確
認すると、前者の指標である SOC 尺度は、80
歳群で 70 歳群よりも高いが、90 歳群では低
かった(90 歳群のみ統計的に有意に低い)。後
者の指標である老年的超越は高い年齢群で
高くなる傾向が顕著に観察された(年齢の効
果は統計的有意)。これは、本研究を開始す
る前に立てた、年齢に応じて適応方略が変化
するという仮説が支持されたことを意味し
ていた。さらに、同時に年齢ごとに異なる適
応方略の選択が精神的健康の維持に寄与す
ることも示唆していた。また、高い年齢群で
身体機能の低下が生じているにもかかわら

ず、精神的健康が低下しない背景には非論理
的方略の寄与が高いことが示唆された。 

(上段男性、下段女性) 
図１．各指標の性別年齢群間別の比較 
(2)分析２：老年的超越の精神的健康への寄
与の分析 
次に、70 歳群、80 歳群のデータのみであ

るが、日常生活の自立度、老年的超越尺度、
精神的健康(WHO-5)を用いて生活自立度の低
下が精神的健康に与える影響に対して非論
理的超越方略が干渉する効果について共分
散構造分析を用いて検証した(図 2)。その結
果、図 2 に示すように、精神的健康は生活の
自立度が低下すると低くなるという関係は
消えなかったものの、老年的超越の影響も受
けることが示された。また、老年的超越は年
齢の影響を受けることも示され、加齢に伴っ
て上昇する老年的超越が日常生活の自立度
の低下に伴う精神的健康の悪化を抑制する
効果があることが示唆された。 

表 2．招待型調査参加者の内訳 

年齢群 参加者数
(男性) 

割合 依頼状送
付者 

70 歳 1000(477) 23% 4267 

80 歳 973(457) 18% 5378 

90 歳 272(123) 8% 3387 

合計 2245(1057)   



ここまで示したように、本研究では 3年間
の研究期間で 70 歳、80 歳、90 歳の地域在住
高齢者 2245 名から、社会心理学、人口学的
変数から医学、生理学変数を収集し、加齢に
伴う適応方略の変化と効果について検証し
た。その結果、年齢に伴って適応方略の移行
が観察されること、中でも超高齢期には老年
的超越の発達が心理的適応に対して重要な
役割を果たしていることが示唆された。この
様な幅広い高齢者を対象に、組織的学際的に
様々な変数を収集した研究は世界的に見て
も少ない。特に 90 歳以上の超高齢者を対象
に質の良いデータを収集できたことは、今後
の超高齢社会の進展に備える意味でも本研
究で収集したデータは貴重な資料であると
いえる。しかし、本研究は横断的データであ
り、仮説を最終的に検証するためには、調査
参加者に対して縦断的調査を継続する必要
がある。 
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